
2024年度 日本比較文化学会東北支部総会・東北／北海道支部合同研

究大会 プログラム 
 

 

● 日時：2025年 3月 14日（金）  12:00 ~ 

● 場所：① 戦災復興記念館 4 階 第 2 会議室・ （〒980-0804 宮城県仙台市青葉区大町 2 丁目 12−1） 

      ② オンライン：オンライン参加の方には 3 月 13 日（木）18:00 までに参加 URL を送付いたします。 

 <タクシーでお越しの方>  

仙台駅西口から約５分。  

<地下鉄でお越しの方>  

仙台駅から東西線八木山動物公園行き、大町西公園駅で下車。東１番出口から徒歩６分。  

<バスでお越しの方>  

仙台市営バス、仙台駅西口バスプール乗り場から、東北公済病院・戦災復興記念館前で下車 

し、徒歩 5 分。10 番のりば 茂庭台、折立/西花苑行（西道路経由）・15-1 番のりば 全路線・15- 

2 番のりば 全路線 

 

 

 

（１）東北支部支部総会（12:30 ~ 12:50）  ＊会場１（第 2会議室）で行います。 

 1. 開会のあいさつ 日本比較文化学会東北支部 支部長 髙橋栄作（高崎経済大学教授） 

 2. 報告  

 2.1 事業報告  

 2.2 支部会計報告（資料１） 

 3. 議事  

3.1  来年度事業計画案について （資料２：議案書）  

・ 2025 年度東北・関東支部合同研究大会開催について （第 1号議案）  

・ 2025 年度東北支部総会・研究大会開催について （第２号議案） 

・事務局からの案内について（第３号議案） 

4. その他 

 

 

 

 

【オンライン発表接続確認】 

13：00-13：10 会場２ 接続確認 

  ・接続確認を希望する方は、13：00-13：10の間に会場２の Zoom会場にお入りください。 

 



(2) 研究発表 (13:20~ )          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時程 

会場 1（第 2会議室） 会場 2（第 5会議室） 

Zoom Zoom 

  

開会の挨拶 

13:20 ~ 
髙橋栄作  東北支部 支部長（高崎経済大学教授） 

13:30 ~ 14:00 

司会：髙橋栄作（高崎経済大学） 司会：福本達也（北洋大学） 

1.「日本語における移動様態動詞の意味成

分 PATHの特異性」 

 

河内 健志（前橋工科大学） 

1.「外国人患者対応能力向上を目的とした

「やさしい日本語」、Plain English、機械翻

訳を組み合わせた授業実践報告」 

 

斎藤 隆枝（帝京大学） 

 司会：髙橋栄作（高崎経済大学） 司会：福本達也（北洋大学） 

14:00 ~ 14:30 

2. 「可能動詞化の可否と主語の制御性・

意図性」 ―エ足す言葉を用いたアンケー

ト調査に基づいて― 

 

江村 健介（岩手県立大学） 

2.「鬼の観光資源化がなぜ発生したのか -日

本における観光地の類型を手掛かりに-」 

 

李 江龍                                       ※オンライン 

（愛知県立大学大学院博士後期課程） 

14:30 ~ 15:00 

司会：河内 健志（前橋工科大学） 司会：福本達也（北洋大学） 

3.「メタバース内での英語会話にプロテウ

ス効果は働くのか」 

 

髙橋 栄作（高崎経済大学） 

3.「戦前における日台先住民族の日本式苗字

命名パターンの比較」 

 

陳 由瑋（中興大学） 

休憩（15:00 ~ 15:10） 

 司会：佐藤和博（弘前学院大学） 司会：江村 健介（岩手県立大学） 

15:10 ~ 15:40 

4. 昭和 17年、鉄路イスタンブールへ 

 

野口周一（郡山女子大学） 

4.「石巻地域に根差した英語教育―教育実践

に向けた予備調査報告―」 
 

阿部 純（石巻専修大学） 

増渕 佑亮（常磐大学）    ※オンライン 

 司会：伊藤豊（山形大学） 司会：河内 健志（前橋工科大学） 

15:40 ~ 16:10 

5. 「新渡戸稲造 下村湖人 荒川重理の

青年教育をめぐって」 

 

石井智子（鶴岡工業高等専門学校） 

5. 超越論的ハイデガーをめぐる現象学小史―

田辺「綜合と超越」に照らしつつ 
 

横地徳広（弘前大学）※オンライン 

 司会：伊藤豊（山形大学） 司会：西川祥一（北洋大学） 

16: 10 ~ 16:40 

6. 身体表現についての一考察（3） ―「人

形浄瑠璃文楽」における感情表現― 

 

山本博一（跡見学園女子大学） 

6. ベンサム功利主義の「浮浪者」認識に関す

る一考察 

 

冨川多佳子（東北大学 GSICS フェロー） 

 司会：伊藤豊（山形大学） 司会：西川祥一（北洋大学） 

16:40 ~ 17:10 

7. 身体表現の可能性とはーパフォーマン

ス「白い人たち」を実践例としてー 

 

大日向 基子（桐生大学短期大学部） 

7.「戦後日本における中国文学の受容――岡

崎俊夫の翻訳活動を中心に」 

 

朱  琳（仙台高等専門学校） 

17:10 ~ 17:30 予備枠１ 予備枠２ 

 



(3) 閉会のあいさつ (17:10 ~)  *予備枠を使用しない場合 

 奥村訓代  北海道支部 支部長（北洋大学学長）  

 

 

<懇親会> 

時間：18:00 より  

会場：全席個室 楽蔵‐RAKUZO‐ 仙台青葉通り店  

電話番号： 022-212-5477  

所在地： 宮城県仙台市青葉区中央３－１－２０ HTT 仙台駅前ビル 受付２階  

※1 階 BIGECHO 

 

 

 
 

 


